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②　　

総額　　125 億 9457 万円
令和８年度一般会計予算令和８年度一般会計予算

前年度より23 億7221 万円  の増額

・予算額は１万円未満を四捨五入しているため、必ずしも合計額が総予算額と一致するとは限りません。

・全体に占める割合は、小数点第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100％になるとは限りません。

 

歳出

総務費
15.9%

民生費
26.4%

衛生費
8.9%農林水産業費

1.8%

商工費
0.8%

土木費
5.3%

消防費
3.0%

教育費
29.0%

公債費
8.1%

災害復旧費
0.01%

議会費 0.7%

125億
9457万円

総務費 19 億 9766 万円

民生費 33 億 1885 万円

衛生費  11 億 2200 万円

農林水産業費   2 億 2231 万円

商工費 1 億　577 万円

土木費 6 億 7036 万円

消防費  3 億 8096 万円

教育費 36 億 4962 万円

災害復旧費 140 万円

公債費 10 億 2232 万円

議会費  9210 万円

・町税  ※①
19 億  104 万円　

・使用料及び手数料　
1 億 4568 万円　

・繰入金　
10 億 2054 万円

・国庫支出金　
17 億 5316 万円　

・県支出金　
8 億　633 万円　

・町債　
20 億 7500 万円　

・その他
　6 億 2945 万円　

その他、主な「令和８年度一般会計の主な事業」については、４～ 5 ページに掲載しています。

３月定例会で否決！第３回臨時会で可決！
第３回臨時会の詳細については、12 ページ（下段）に掲載しています。

令和８年度の一会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ 125 億 9457 万円で、前年度
と比較して、23 億 7221 万円、率にして 23.2% の増額となっています。

増額の主な要因は、統合小学校の校舎等の建設工事に着手するため、小学校統合事業
費において、前年度と比較して、19 億 8236 万円（＋ 526.4%）増加し、23 億 5894 万円、
また、くらじふれあいアリーナの空調設備等の改修工事を実施するため、体育総合施設
整備事業費において、１億 7564 万円（皆増）を計上したことによるものです。



③ 　

統合小学校建設工事着工
令和10年４月開校予定

くらじふれあいアリーナ
空調設備等改修工事

 

自主自主
財源財源

4040 億億
3062 万円3062 万円

32.032.0%%

国や県から交付され
るお金や町の都合だ
けでは集められない
お金

鞍手町が自主的に
集めることができ
るお金

依存依存
財源財源
8585 億億

6394 万円6394 万円
68.068.0%%

歳入
125億
9457万円

・その他　
６億 7423 万円　

< 自主財源 >
・町税  ※①

19 億  104 万円　
15.1％

・使用料及び手数料　
1 億 4568 万円　1.2％

・繰入金　
10 億 2054 万円8.1％

2.3％
・諸収入　

2 億 8913 万円　

5.4％

・地方交付税  ※②
　33 億円

・国庫支出金　
17 億 5316 万円　

・県支出金　
8 億　633 万円　

・町債　
20 億 7500 万円　

・その他
　6 億 2945 万円　

< 依存財源 >

13.9％

6.4％

16.5％

5.0％

予算特別委員会
詳しくは、YouTube
で視聴できます。

体育総合施設整備事業費　１億 7564 万円　

予算特別委員会とは、
新年度予算が提出さ
れる３月定例会で、
議長を除く 12 名で構
成される委員会です。
一般会計の予算を審
査します。

※①町税とは
町が課税する税金です。町税は次の４種類に分類されます。
・町民税…町に住む人（個人）や事業者（法人）などに課税される税金。
・固定資産税…土地、家屋、償却資産の所有者に課税される税金です。
・軽自動車税…軽自動車、原動機付自転車などに課税される税金です。
・町たばこ税…町内で販売される「たばこ」に課税される税金です。

※②地方交付税とは（普通交付税と特別交付税）
　全国の市町村は、教育や福祉などの標準的な行政サービスを提供する必要が
ありますが、税収が少なく必要な財源が不足するところもあります。そこで、
国の基準に満たない団体に国が配分するお金のことを「普通交付税」といいます。

（令和８年度は 30 億円の収入を見込んでいます）
　また、各団体の特別な事情により、国から配分されるお金のことを「特別交
付税」といいます。（令和８年度は３億円の収入を見込んでいます )

26.2％

小学校統合事業費　23 億 5894 万円
　　（総工費　76 億 3675 万円）



令和８年度一般会計の主な事業

④　　　　

総務費  19 億 9766 万円（１人あたり 13 万 7 千円）
 町の運営や庁舎管理など行政の基本となる事務に係る経費

・小牧地区開発推進事業費（拡充）　4391 万円
・定住促進奨励金交付事業費（拡充）　4936 万円

 

民生費 33 億 1885 万円（１人あたり 22 万８千円）
福祉や子育てなど住民の生活を支えるための経費

・認定こども園費（拡充）　２億 9625 万円
・乳児等通園支援事業費（新規）　233 万円

衛生費 11 億 2200 万円（１人あたり 7 万 7 千円）
健康づくりやごみ処理など暮らしの衛生を守るための経費

・母子保健医療対策総合支援事業費（新規）　318 万円
・一般廃棄物処理費　1 億 1644 万円

農林水産業費  2 億 2231 万円（１人あたり 1 万 5 千円）
農業や林業など、地域の産業と自然を守るための経費

・新規就農者育成総合対策事業費（新規）　　1264 万円
・防災重点農業用ため池緊急整備事業費　　2731 万円

令和８年度特別会計・企業会計

会計名 予算額 増減率（％）

特
別
会
計

国民健康保険事業
自営業の人や退職者の医療費を給付する会計 18 億 3649 万円 ー 6.4

後期高齢者医療
後期高齢者医療制度を運営するための会計 3 億 9938 万円 8.0

住宅新築資金等
同和地区の住環境改善を目的に必要な人に資金の貸付を
行うための会計（現在、貸付制度は終了）

６万円 ー 94.6

かんがい施設維持管理運営費
町内 11 ヶ所に設置しているポンプの維持管理をする
ための会計

1 億 1401 万円 132.6

　特別会計予算総額　30 億 830 万円（前年度比１億 7472 万円増）
　企業会計予算総額　17 億 7352 万円（前年度比１億 675 万円増）



⑤ 　

　一般会計とは別に私たちの生活に身近な水道、下水道事業や国民健康保険事業など、特定の事業を運営
するための会計があります。　町の財政をより身近に感じていただけるよう、特別会計・企業会計の内容
を一覧にし、掲載しています。

　令和 8 年度の一般会計歳出予算額（総額 125 億 9457 万円）
がどのようなものに使われるのか、事業の一部を紹介します。
※町民１人あたりの額は、令和 8 年 4 月１日現在の総人口 14546 人から算出しました。

土木費  6 億 7036 万円（１人あたり 4 万 6 千円）
 道路や公園などの整備、管理をするための経費

・役場・猪倉線道路改良事業費（拡充）　5691 万円
・都市計画マスタープラン策定費（新規）　628 万円

　 。

　

消防費 3 億 8096 万円（１人あたり 2 万 6 千円）
火災や災害に備えるための経費

・直鞍広域消防事務組合負担金　3 億 1836 万円
・消防団管理運営費　1865 万円

教育費  36 億 4962 万円（１人あたり 25 万 1 千円）
 学校や社会教育など、教育の充実に係る経費

・小学校統合事業費（拡充）　23 億 5894 万円
・体育総合施設整備事業費（新規）　１億 7564 万円

商工費  1 億 577 万円（１人あたり 7 千円）
商業・工業・観光など地域経済を支えるための経費

・地域振興券発行支援事業費　1750 万円
・直方・鞍手工業用地造成事業費　5220 万円

会計名 予算額 増減率（％）

特
別
会
計

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費
農業用水を確保するために、設置されているパイプライン
の維持管理をするための会計

1548 万円 54.5

地方独立行政法人くらて病院貸付金等
くらて病院への貸付などを管理するための会計 6 億 4288 万円 45.4

企
業
会
計

水道事業会計
水道事業運営のために設けられた会計 5 億 5803 万円 19.9

下水道事業会計
生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に、町の下水道を
整備するために設けられた会計

12 億 1549 万円 1.2



新
た
な
負
担
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
算
定
方

法
及
び
今
後
の
見
通
し
は
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
賦
課
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

①
課
税
方
法
は
、所
得
割
、均
等
割
、

平
等
割
の
三
方
式
を
採
用
。

・
所
得
割
０
・
27
％

・
均
等
割
９
０
０
円
（
18
歳
に
達

し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

要
が
あ
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

子
ど
も
た
ち
が
相
談
で
き
る

状
況
と
、
い
じ
め
対
策
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

各
小
中
学
校
で
は
、
実
態
把

握
と
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

う
「
い
じ
め
不
登
校
対
策
委

員
会
」
を
設
置
し
、
毎
週
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
に
月
１
回
、

無
記
名
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、

そ
の
結
果
等
を
受
け
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
家
庭
訪
問
、
教
員
に

よ
る
相
談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
で
は
、

月
一
回
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
含
め
、
担
当
チ
ー
ム
を

作
り
、
各
小
学
校
の
状
況
を
把
握

し
、
い
じ
め
防
止
対
策
に
努
め
て

い
ま
す
。

令
和
８
年
度
よ
り
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
」

の
充
実
を
図
る
た
め
、

そ
の
財
源
の
確
保
と
し
て
、
保
険

料
に
上
乗
せ
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
」
を
導
入
す
る

た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
課
税
額
に
関
し
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

⑥　　　　

条
例
の
新
規
制
定
や
改
正
、

予
算
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、
議
員
が
質
疑
を
行
い
付
託
委
員
会
を

決
定
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

議案
質疑

第２回定例会提案
理由

答え

鞍
手
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

質問 原案
可決

答え

鞍
手
町
い
じ
め
防
止

等
対
策
推
進
条
例

い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
に
基
づ
き
、
い
じ
め

の
防
止
等
を
図
る
た
め

の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
必

提案
理由

原案
可決

質問

学校教室（イメージ）

 

令
和
７
年
度 

鞍
手
町
一
般

会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
７
号
）

４
億
６
９
１
８
万

　
　
　

５
千
円
を
減
額

●
中
学
校
施
設
整
備
事
業
費　
　

　
　
　

１
億
６
３
３
７
万
円

　（
令
和
８
年
度
継
続
費
）

中
学
校
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の

空
調
設
備
設
置
だ
が
、
こ
の

調
達
に
時
間
を
要
す
る
見
込

み
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
。

空
調
設
備
の
機
器
の
発
注
か

ら
納
品
ま
で
が
約
８
ヶ
月
、

設
置
に
２
ヶ
月
半
と
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

７
１
０
４
万
８
千
円

　
　
　 （
令
和
９
年
度
継
続
費
）

武
道
場
や
卓
球
場
の
空
調
設

備
整
備
も
、
令
和
９
年
度
に

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
調
達

に
時
間
が
か
か
る
た
め
早
め
に
取

り
か
か
る
考
え
は
。

こ
の
議
会
が
終
わ
り
次
第
、

入
札
等
の
準
備
に
掛
か
り
、

令
和
９
年
度
中
に
卓
球
場
、

武
道
場
の
整
備
が
で
き
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質問答え答え 質問 原案
可決

以
前
で
あ
る
被
保
険
者
は
全
額
減

額
）　

・
平
等
割
１
千
円

②
保
険
税
率
は
福
岡
県
が
算
定
し

た
標
準
保
険
税
率
を
基
本
と
し
採

用
。

③
こ
の
制
度
は
令
和
８
年
度
に
創

設
さ
れ
、
令
和
10
年
度
ま
で
段
階

的
に
導
入
さ
れ
る
た
め
、
令
和
９

年
度
及
び
令
和
10
年
度
に
つ
い
て

も
税
率
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

1 人世帯
（年額）

２人世帯
（年額）

500 円 800 円

４
０
０
万

年
収

給与 8100 円 9000 円

年金
　　（65 歳以上） 8000 円 8900 円

７割軽減世帯

試算（例）



⑦ 　　　

●
広
報
費　
　
　

　
　
　
　

６
３
２
万
７
千
円

広
報
費
の
う
ち
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
製
作
に
係
る
費
用
は
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
公
募
で
、

報
償
費
の
記
念
品
料
に
５
万

円
、
事
務
費
の
消
耗
品
費
に

１
万
円
、
着
ぐ
る
み
を
使
用
し
た

後
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
と
し
て
役

務
費
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
に
３
万

円
、
デ
ザ
イ
ン
料
お
よ
び
着
ぐ
る

み
製
作
費
と
し
て
業
務
委
託
料
に

１
１
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。ゆ

る
キ
ャ
ラ
を
作
製
し
、
活
用

す
る
た
め
の
費
用
と
思
う
が
、

そ
の
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

昨
年
、
西
川
小
学
校
生
徒
に

よ
り
行
っ
た
、「
子
ど
も
議

会
」
に
て
、
子
ど
も
か
ら
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
友
達
の
よ
う
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
こ
と
を

認
識
し
て
も
ら
い
、
ま
た
鞍
手
町

の
愛
着
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、

そ
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
地
域
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
費　
　
　

　
　
　
　

７
０
９
万
７
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性

化
す
る
た
め
の
費
用
で
、
新

た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

あ
る
地
域
運
営
組
織
を
形
成
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
。

地
域
づ
く
り
を
、
も
う
少
し

大
き
な
く
く
り
の
中
で
考

え
、
新
し
い
角
度
か
ら
、
そ

の
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。　
　

　

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
、

そ
し
て
ど
う
や
っ
て
盛
り
上
げ
て

い
く
か
、
そ
し
て
ど
う
楽
し
い
、

ま
た
安
全
安
心
な
地
域
に
し
て
い

く
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

そ
の
よ
う
な
組
織
作
り
を
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
住
民
の
方
た
ち
に
理

解
し
、
活
動

し
て
い
た
だ

く
た
め
の
き

っ
か
け
づ
く

り
を
考
え
て

い
ま
す
。

令
和
８
年
度
鞍
手
町
一
般
会
計
予
算　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

１
２
６
億
８
６
０
万
円
を
計
上

原案
否決

質問答え

質問答え質問答え

●
母
子
保
健
医
療
対
策

　

 

総
合
事
業
費　
　
　

　
　
　
　

３
１
７
万
５
千
円

事
業
の
具
体
的
内
容
は
。

妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
健
康
保

持
増
進
を
目
的
に
、
妊
娠
か

ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
地
域
で
推
進
す

る
事
業
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
①
電
子
母
子
手
帳
導
入
事
業

　

母
子
保
健
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
、
事
務
負
担

の
軽
減
、
母
子
保
健
情
報
の
利
活

用
に
よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

質問答え

母子健康手帳（イメージ）

鞍
手
町
立
小
学
校
統

合
整
備
事
業
設
計
・

施
工
請
負
契
約
の

変
更
（
第
１
回
）

請
負
契
約
の
変
更
が
生

じ
た
た
め
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

変
更
の
具
体
的
内
容
は
。

基
本
設
計
で
建
物
配
置
が

決
定
し
た
後
に
行
っ
た
地

盤
調
査
の
結
果
、
予
想
よ

り
も
支
持
層
が
深
く
、
地
盤
改
良

杭
の
延
長
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
、
及
び
当
初
契
約
時
か
ら
、
工

事
原
価
が
６
％
以
上
上
昇
、
実
施

設
計
の
完
了
に
伴
い
、
物
価
上
昇

が
反
映
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現

請
負
金
額
71
億
８
９
３
８
万
円

が
４
億
４
７
３
７
万
円
増
額
の

76
億
３
６
７
５
万
円
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

質問答え 提案
理由

 

令和 10 年４月開校予定の「鞍手町
立鞍手小学校」

②
５
歳
児
健
康
診
査
事
業

　

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
成

長
発
達
や
言
語
理
解
能
力
、
社
会

性
の
発
達
を
評
価
し
、
発
達
障
害

等
の
早
期
発
見
を
行
い
、
必
要
な

療
育
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

議案質疑
詳しくは、YouTube
で視聴できます。

③
妊
婦
健
診
・
分
娩
時
の
交
通
費

等
支
援
事
業

　

片
道
60
分
以
上
の
病
院
に
定
期

的
に
受
診
、
お
よ
び
出
産
予
定
の

妊
婦
に
対
し
、
交
通
費
を
支
援
し

ま
す
。

通院する妊婦（イメージ）

原案
可決

●
認
定
こ
ど
も
園
費　
　
　
　

　

２
億
９
６
２
５
万
４
千
円

保
育
料
の
無
償
化
の
予
算
が

含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

具
体
的
内
容
は
。

令
和
７
年
９
月
よ
り
０
歳
か

ら
２
歳
の
第
３
子
保
育
料
無

償
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
よ
り
あ
ら
た
に
、
第

２
子
保
育
料
の
無
償
化
を
実
施
し

ま
す
。　

質問答え



⑧　　

議
案
に
対
し
て
、
課
題
が
指
摘
さ
れ
、

反
対
の
立
場
か
ら
６
件
の
反
対
討
論

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討論

第２回定例会
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

は
、
少
子
化
対
策
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
、
社
会
保
険
料
に
上

乗
せ
し
て
本
年
４
月
か
ら
徴
収
さ

れ
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
子

育
て
世
帯
だ
け
で
な
く
、
国
民
全

体
に
新
た
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
特
に
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
負
担
が
相
対
的
に
重

く
な
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
政
府
は
歳
出
改
革
で
捻

出
す
る
た
め
、
実
質
負
担
は
な
し

議
案
第
11
号

鞍
手
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

と
説
明
し
て
い
た
点
も
、
新
た
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
で
虚
偽
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

支
援
金
制
度
は
、
大
企
業
や
富

裕
層
へ
の
課
税
強
化
、
ま
た
は
歳

出
削
減
の
見
直
し
に
よ
り
財
源
を

確
保
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

て
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

　

本
議
案
は
、
令
和
８
年
度
に
お

け
る
鞍
手
町
が
行
う
各
事
業
に
対

す
る
予
算
を
認
定
す
る
重
要
な
議

案
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
は
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
り
、
地
域
を
活
性
化

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
が
、
町
長
の
答
弁
内
容
は
一

貫
性
に
欠
け
、
そ
の
必
要
性
を
理

解
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
新
規
事
業
は
、
自
治
会
等

の
現
に
地
域
活
性
化
に
努
め
て
い

る
既
存
の
各
団
体
へ
の
説
明
を
怠

っ
た
も
の
で
あ
り
、
試
験
的
な
も

の
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
る
発

言
は
、
町
民
か
ら
の
税
金
を
無
駄

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
容
認
で
き

な
い
。

　

次
に
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
事

業
は
、
鞍
手
町
が
使
用
し
て
い
る

人
事
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
確
た
る

も
の
で
は
な
い
現
状
に
お
い
て
、

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
人

材
育
成
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
各

職
員
が
業
務
に
関
し
個
人
目
標
を

立
て
る
こ
と
は
、
そ
の
業
務
の
性

質
上
無
理
が
あ
り
、
公
務
員
と
い

う
職
種
に
は
適
し
て
い
な
い
。
シ

ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
は
効
率
向
上

と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

こ
の
予
算
で
導
入
を
予
定
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
で
は
職
員
の
入
力
作

業
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
事
業

推
進
の
時
間
が
削
ら
れ
、
町
民
へ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
新
規
事

業
は
、
本
末
転
倒
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
、
反
対
討

論
で
あ
る
。　
　

　      

高
市
政
権
の
２
０
２
６
年
度
予

算
案
は
、
物
価
高
騰
と
暮
ら
し
の

悪
化
に
背
を
向
け
る
一
方
で
、
軍

事
費
を
突
出
さ
せ
、
大
企
業
支
援

の
ば
ら
ま
き
予
算
と
米
国
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
要
求
に
応
え
た
84
兆
円

も
の
対
米
投
資
を
拡
大
す
る
も
の

で
、
大
軍
拡
、
財
界・大
企
業
優
先
、

対
米
屈
服
の
予
算
で
あ
り
、
到
底

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
消

費
税
５
％
へ
の
減
税
と
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
廃
止
こ
そ
早
急
に
行
う

べ
き
で
す
。

　

鞍
手
町
の
新
年
度
予
算
案
は
、

基
本
的
に
政
府
の
予
算
案
に
追
随

る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
中

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
や
学
校

給
食
費
の
減
免
、
第
２
子
以
降
の

保
育
料
を
無
償
化
す
る
こ
と
は
歓

迎
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
じ
ん
芥
組
合

の
第
三
者
委
員
会
の
調
査
で
、
パ

ワ
ハ
ラ
が
５
件
も
認
定
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
町
長
は
真
摯
に
受

討
論
と
は
、
議
案
に
対
し
て
「
賛
成
」
か
「
反
対
」
か
の
意
見
を
表
明
し
、

そ
の
理
由
を
述
べ
る
こ
と
で
す
。

宇田川亮議員

反対反対
討論討論

星　正彦議員

反対反対
討論討論

宇田川亮議員

反対反対
討論討論

議
案
第
21
号

令
和
８
年
度
鞍
手
町
一
般

会
計
予
算

緑の中で遊ぶ親子



⑨ 　

け
止
め
る
と
謝
罪
し
な
が
ら
も
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
に
当
た
ら
な
い
と
い
う

方
も
い
る
」
な
ど
と
実
質
は
認
め

て
い
ま
せ
ん
。
じ
ん
芥
組
合
に
と

ど
ま
ら
ず
、
町
職
員
に
も
同
様
の

事
案
が
疑
わ
れ
て
い
る
状
況
で
、

早
急
に
調
査
す
る
べ
き
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
税

の
引
き
下
げ
、
町
独
自
の
介
護
保

険
料
・
利
用
料
の
減
免
制
度
、
学

校
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
置
く
な
ど
、
町
民
生
活
と

子
育
て
、
中
小
企
業
を
応
援
す
る

予
算
に
組
み
替
え
る
こ
と
を
求
め

て
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

有働徳仁議員

反対反対
討論討論

　

広
報
費
の
一
部
で
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
を
予
定
し
て

い
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
そ
の

ブ
ー
ム
か
ら
す
で
に
10
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
遅
き
に
失
す
る

と
判
断
す
る
。
ま
た
、
そ
の
姿
が

鞍
手
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
町
長
が
答
弁
し
た
公

募
内
容
で
は
、
そ
の
目
的
は
達
成

で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

次
に
、
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

費
は
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
つ
く
る
新
規
事
業
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
自
治
会
な
ど

は
地
域
に
お
け
る
防
犯
、
防
災
、

環
境
美
化
、
住
民
同
士
の
支
え
合

い
な
ど
、
日
常
的
に
密
着
し
た
活

動
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
現

状
を
町
長
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

自
治
会
未
加
入
の
問
題
点
や
脱
退

理
由
を
詳
細
に
分
析
し
、
自
治
会

加
入
者
を
増
や
す
こ
と
が
先
で
は

な
い
か
。
講
演
会
を
聞
き
、
現
地

を
視
察
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

必
ず
し
も
成
功
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
ま
た
、
町
長
の
説
明
及
び
答

弁
は
適
格
性
を
欠
き
、
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
、
反

対
討
論
と
す
る
。　
　
　
　

石井大輔議員

反対反対
討論討論

　

議
案
第
21
号
、
令
和
８
年
度
鞍

手
町
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
地

域
づ
く
り
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
い
た
し
ま

す
。
私
は
、
町
を
元
気
に
し
た
い

と
い
う
思
い
そ
の
も
の
に
反
対
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

活
動
を
支
え
、
住
民
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
鞍
手
町
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
理
念
ま

で
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
費
は
、
予
算
を

措
置
す
る
だ
け
の
必
要
性
、
効
果

の
検
証
の
あ
り
方
が
不
十
分
で
あ

る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。
理
由

は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
費
用
対
効
果
が
見

え
に
く
い
点
で
す
。
ま
た
、
事
業

費
の
全
額
が
業
務
委
託
で
あ
る
点

か
ら
も
、
継
続
可
能
な
事
業
と
言

え
る
の
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

２
つ
目
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
地
域
活
動
と
の
役
割
分
担
が
曖

昧
だ
と
い
う
点
で
す
。
新
た
な
組

織
の
努
力
や
熱
意
に
依
存
し
て
し

ま
う
危
険
性
も
あ
り
、
現
在
す
で

に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
活
動
と
の

線
引
き
が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長
は
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を

目
指
す
と
い
う
姿
勢
を
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
理
念
先
行
で
は

な
く
、
成
果
指
標
を
し
っ
か
り
と

定
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
つ

ま
り
、
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
を

否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
今

の
設
計
と
予
算
の
出
し
方
で
は
継

続
性
と
実
効
性
が
弱
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、

私
は
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
費
に

つ
い
て
理
念
は
理
解
し
つ
つ
も
、

現
時
点
で
は
予
算
計
上
の
根
拠
、

効
果
の
検
証
、
優
先
順
位
の
整
理

が
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
、
反

対
い
た
し
ま
す
。
以
上
、
反
対
討

論
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
22
号

令
和
８
年
度
鞍
手
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

宇田川亮議員

反対反対
討論討論

地域活動コミュニティー（イメージ）

採決（討論）
詳しくは、YouTube
で視聴できます。

　

物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
中
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
軍

事
攻
撃
で
ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
燃

料
費
が
急
騰
し
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
の
上
乗
せ
で

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
と
は
逆
行
し

て
い
ま
す
。
国
は
国
庫
負
担
割
合

の
引
き
上
げ
や
低
所
得
者
層
に
対

す
る
保
険
料
負
担
軽
減
策
の
拡
充

を
行
う
べ
き
で
す
。

　

収
入
の
な
い
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
ど
も
に
ま
で
国
保
税
を
か
け

て
い
る
状
況
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

少
子
化
を
助
長
す
る
政
策
と
も
言

え
ま
す
。
子
供
の
均
等
割
を
な
く

し
、
国
に
対
し
抜
本
的
な
追
加
の

公
費
投
入
を
求
め
て
い
く
こ
と
を

申
し
上
げ
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ゆるキャラ（イメージ）



⑩　　　　

審査
結果

定例会では、提案された 30 議案
及び決議１件を採決しました。

第 2 回定例会

議決結果：◎ … 可決・承認・同意・認定・採択
 ● … 否決、不承認・不同意・不認定・不採択　

賛否状況：〇 … 賛成　 ● … 反対　　　欠…欠席　　

議
決
結
果

賛
成
反
対

議員名
的
野　

信
之

許
斐　

英
幸

田
中
二
三
輝

星 　

正 
彦

宇
田
川　

亮

野
口
美
恵
子

新
谷　

留
晴

石
井　

大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働　

徳
仁

栗
田　

美
和

西
藤　

典
子

篠
原　

哲
哉

議案
番号 議案名

第３号 鞍手町過疎地域持続的発展計画の策定 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇
第４号 鞍手町一般職の任期付職員の採用等に関する条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第５号 鞍手町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第６号 鞍手町いじめ防止等対策推進条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇
第７号 鞍手町附属機関設置条例の一部を改正する条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第８号 鞍手町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第９号 鞍手町職員の旅費に関する条例の一部を改正する
条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 10 号 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 11 号 鞍手町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ◎ 10 １ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 12 号 鞍手町隣保館設置及び管理条例の一部を改正する
条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 13 号 鞍手町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 14 号 鞍手町火入れに関する条例の一部を改正する条例 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 15 号 専決処分の承認（令和７年度鞍手町一般会計補正
予算　第６号） ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

行
政
報
告

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理

施
設
組
合
の
組
合
長
の
変
更

に
つ
い
て

　

当
組
合
で
発
生
し
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
事
案
に
つ
い
て
、
令
和

８
年
２
月
10
日
、「
宮
若
市
外
二

町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
事
案
に
関
す
る
第
三

者
委
員
会
」
よ
り
、
調
査
報
告

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
報
告
書
の
中
で
、
私
に

対
す
る
13
件
の
申
し
立
て
の

内
、
５
件
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

該
当
す
る
と
認
定
さ
れ
ま
し

た
。 

　

こ
の
調
査
報
告
を
受
け
、
じ

ん
芥
処
理
組
合
の
組
合
長
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
２
月
13
日
付

け
で
私
は
組
合
長
を
退
任
し
、

新
た
に
小
竹
町
の
井
上
町
長
が

組
合
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

引
き
続
き
本
組
合
運
営
の
適

正
か
つ
円
滑
な
推
進
に
努
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

今
回
の
件
で
、
新
聞
等
で
報

道
さ
れ
、
ご
心
配
を
お
掛
け
し

ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

宮若市外二町じん芥処理施設組合
（構成市町：宮若市・小竹町・鞍手町）

動
議
が
提
出

さ
れ
る
！

　

岡
崎
邦
博
町
長
の
宮
若
市

外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組

合
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
認
定

に
伴
い
、
町
職
員
に
対
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
疑
念
を
払

拭
す
る
た
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
有
無
を
確
認
す
る
調
査

の
実
施
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め

る
「
町
職
員
に
対
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
調
査
の
実
施
及
び

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
早
期

制
定
を
求
め
る
決
議
」
が
提
出

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



議決結果：◎ … 可決・承認・同意・認定・採択
 ● … 否決、不承認・不同意・不認定・不採択　

賛否状況：〇 … 賛成　 ● … 反対　　　欠…欠席　　

議
決
結
果

賛
成

反
対

議員名
的
野　

信
之

許
斐　

英
幸

田
中
二
三
輝

星 　

正 
彦

宇
田
川　

亮

野
口
美
恵
子

新
谷　

留
晴

石
井　

大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働　

徳
仁

栗
田　

美
和

西
藤　

典
子

篠
原　

哲
哉

議案
番号 議案名

第 16 号 令和７年度鞍手町一般会計補正予算（第７号） ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 17 号 令和７年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正
算（第 4 号） ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 18 号 令和７年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号） ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 19 号 令和７年度鞍手町住宅新築資金等特別会計補正
予算（第２号） ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 20 号 令和７年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費
特別会計補正予算（第２号） ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 21 号 令和８年度鞍手町一般会計予算 ● 4 7 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ● 〇 欠 ●

第 22 号 令和８年度鞍手町国民健康保険事業特別会計予算 ◎ 10 1 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 23 号 令和８年度鞍手町後期高齢者医療特別会計予算 ◎ 10 1 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 24 号 令和８年度鞍手町住宅新築資金等特別会計予算 ◎ 10 1 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 25 号 令和８年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特
別会計予算 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 26 号 令和８年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維
持管理運営費特別会計予算 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 27 号 令和８年度地方独立行政法人くらて病院貸付金等
特別会計予算 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 28 号 令和８年度鞍手町水道事業会計予算 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 29 号 令和８年度鞍手町下水道事業会計予算 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 30 号 鞍手町立小学校統合整備事業設計・施工請負
契約の変更（第１回） ◎ 10 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇

第 31 号 鞍手町道路線の変更 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

第 32 号 令和７年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第 5 号） ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

決議第１号 町職員に対するハラスメント調査の実施及びハラ
スメント防止条例早期制定を求める決議 ◎ 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

⑪ 　

同意

石松　一葉 氏
いしまつ　かずよ

再任

人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
　
　
　

推
薦

　　
※
現
在
、
町
内
で
は
７
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
や
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
に

応
じ
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。　

　　
人
権
擁
護
委
員　

石
松
一
葉
氏

の
任
期
が
、
令
和
８
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、
同
氏

を
再
任
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
任
期
】

令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
10
年
６
月
30
日
ま
で

新
し
い
人
事

提出された議案について、各委員会で慎重に審査を行い、本会議において、
審議の結果、可決・否決等の結論が出されます。
各議案は、的野信之議長、欠席議員を除く 11 名の議員で採決。



⑫　　　　

令
和
８
年
度 

鞍
手
町
一
般

会
計
予
算

１
４
０
３
万
５
千
円　
　
　
　

　
　
　
　

を
減
額

減
額
の
内
訳

※
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
に

係
る
関
連
費
用

・
職
員
研
修
費

　
　
　
　
　

▲
２
７
７
万
２
千
円

・
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　

▲
２
９
６
万
６
千
円

※
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

作
成
に
係
る
関
連
費
用

・
広
報
費

　
　
　
　
　
　
　

▲
１
２
０
万
円

※
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
係
る
関
連
費
用

・
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　

▲
７
０
９
万
７
千
円

令和８年３月 30 日に行われ、3 月定例会において否決された「令和８年度一般会計予算」
について、改めて提案され審議の結果、可決されました。

第３回　臨時会

議決結果：◎ … 可決    ● … 否決
賛否状況：〇 … 賛成　 ● … 反対　　欠…欠席　　　

議
決
結
果

賛
成

反
対

議員名
的
野　

信
之

許
斐　

英
幸

田
中
二
三
輝

星 　

正 

彦

宇
田
川　

亮

野
口
美
恵
子

新
谷　

留
晴

石
井　

大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働　

徳
仁

栗
田　

美
和

西
藤　

典
子

篠
原　

哲
哉

議案
番号 議案名

第 33 号 令和８年度鞍手町一般会計予算 ◎ 10 1 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

各議案は、的野信之議長、欠席議員を除く 11 名の議員で採決されました。

原案
可決

国
の
臨
時
交
付
金
等
を
財

源
と
し
た
、
鞍
手
町
独
自

の
支
援
策
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

令
和
７
年
度 

鞍
手
町

一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）       

２
億
５
９
７
３
万

　
　
　

４
千
円
を
追
加　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

●
全
町
民
に
対
し
、
１
人
当
た
り

一
律
１
万
３
千
円
の
「
食
料
品
価

格
高
騰
対
策
給
付
金
」
を
支
給
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
   　

 

１
億
９
７
０
８
万
３
千
円

●
０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
１
人
当
た
り
一
律
２
万
円

の「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」

を
支
給
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
２
５
万
１
千
円　
　
　
　
　
　
　

令和８年１月 22 日に行われ、２件の議案について審議し、それぞれ可決・承認されました。

第１回　臨時会

議決結果：◎ … 可決・承認　● … 否決、不承認
賛否状況：〇 … 賛成　 ● … 反対　　　　　

議
決
結
果

賛
成

反
対

議員名
的
野　

信
之

許
斐　

英
幸

田
中
二
三
輝

星 　

正 

彦

宇
田
川　

亮

野
口
美
恵
子

新
谷　

留
晴

石
井　

大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働　

徳
仁

栗
田　

美
和

西
藤　

典
子

篠
原　

哲
哉

議案
番号 議案名

第１号 鞍手町一般職の職員の給与等に関する条例の一
部を改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第２号 令和７年度鞍手町一般会計補正予算（第５号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

各議案は、的野信之議長を除く 12 名の議員で採決されました。

原案
可決

主に「物価高騰対策」に関する
予算を計上

地域清掃活動の様子
（イメージ）



一般
質問

第２回定例会 知知りたいことりたいこと望望むことむこと
議員が問う今とこれから
一般質問は、町長から提出された議案以外に、行政全般に
ついて現状や方針を問うものです。令和８年３月議会では
６名の議員が一般質問を行いました。

※質問内容および答弁は、質問者自身が要約したものをもとに、議会広報編集調査特別委員会
が校正しています。

※質問の全文は、鞍手町ホームページまたは議会事務局にて、会議録としてご覧いただけます。
ただし、会議録の整理状況により、公開が遅れる場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。

※令和 7 年 9 月から、YouTube チャンネルにて議会の中継・配信を実施しています。

掲載頁 議員名 質問項目

14 ページ 石井大輔  議員

①  治水対策について
②  地域コミュニティーについて
③  空き家対策について
④  人口減少対策について
⑤  財政運営について

15 ページ 宇田川亮 議員 ① データセンター建設による影響と対策について
②小学校統合に伴う学童保育の今後について

16 ページ 　　　　　　野口美恵子 議員 ①６小学校統合に伴う図書管理について

17 ページ 　　　　　西藤典子 議員

① 高すぎる保育料の見直しについて
② 防犯灯の維持管理について
③ 自衛官募集事務での対象者情報の提供について
④ 生理用品の設置について

18 ページ　　　　　　　　　　　許斐潤一郎 議員 ① 帯状疱疹に対する取り組みについて

19 ページ 　　　　　田中二三輝 議員　 ① 町長のハラスメント事案について

⑬ 　　　



⑭　　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
電
気
料
金
の
負
担
を

検
討
し
て
は
。

負
担
は
困
難
で
す
が
、
地
域
を

守
っ
て
い
く
支
援
策
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答

議
員　

六
田
川
及
び
新
川
の
水
路

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

令
和
６
年
に
ご
質
問
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

に
つ
い
て
は
大
き
な
進
展
は
な
い

の
が
現
状
で
す
。

議
員　

現
在
、
調
整
池
の
整
備
等

が
難
し
い
場
合
、
水
路
の
幅
の
拡

幅
や
川
底
の
掘
削
な
ど
、
ほ
か
の

対
策
案
は
。

町
長　

六
田
川
治
水
対
策
計
画
の

中
で
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
鞍
手

町
の
場
合
は
、
掘
る
と
下
か
ら
も

水
が
湧
い
て
く
る
状
況
も
あ
り
、

な
か
な
か
有
効
な
手
だ
て
に
な
り

得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

議
員　

や
は
り
水
辺
で
生
活
す
る

方
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
な
の
で

早
期
解
決
を
望
む
。

議
員　

自
治
会
加
入
率
の
現
状
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

令
和
７
年
12
月

末
時
点
に
お
け
る
自
治
会
加
入
率

は
41
．
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

議
員　

自
治
会
加
入
費
の
金
額
及

び
使
い
道
は
。

町
長　

任
意
団
体
で
あ
る
た
め
、

そ
の
運
営
会
費
の
徴
収
、
使
途
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
体
の
自
主
性

に
委
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
加
入
費
の
金
額
や
会
費
の
具

体
的
な
使
途
に
つ
い
て
は
把
握
を

し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　

未
加
入
の
方
も
、
防
犯
灯

を
利
用
し
、
防
災
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
加
入
者
は
公
園
や

お
宮
の
草
刈
り
、
木
の
伐
採
、
公

民
館
掃
除
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
負
担
を
し
て
い
る
不

公
平
感
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

町
長　

加
入
者
は
、
不
公
平
と
い

う
感
情
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
未

加
入
の
方
に
も
、
こ
の
地
域
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が

一
番
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

議
員　

防
犯
灯
の
電
気
料
金
の
町

負
担
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
と
、
３
０
０
万
円
以
上
と
想
定
さ

れ
難
し
い
状
況
で
す
。
地
域
を
守
っ

て
い
く
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

石井 大輔 石井 大輔 議員議員

詳しくは、YouTube
で視聴できます。

治
水
対
策
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

議
員　

家
屋
を
手
放
す
時
期
の
傾

向
は
、
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
、

時
期
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り

ま
す
。

空
き
家
実
態

調
査
で
は
所

有
者
意
識
調

査
も
実
施
し

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　

議
員　

町
内
の
多
子
世
帯
は
何
世

帯
ほ
ど
あ
る
の
か
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

18
歳
未
満
の

財
政
運
営
に
つ
い
て

子
ど
も
が
い
る
１
０
３
５
世
帯
中
、

２
人
の
方
は
３
７
４
世
帯
、
３
人

の
方
は
１
６
４
世
帯
、
４
人
の
方

は
39
世
帯
、
５
人
以
上
の
方
は
14

世
帯
で
、
内
８
人
以
上
い
る
方
が

２
世
帯
で
す
。

議
員　
「
本
町
の
宝
」
と
い
う
こ
と

で
、
何
か
表
彰
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

町
長　

表
彰
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
子
ど
も
が
宝
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
検
討
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

議
員　

今
後
５
年
間
の
一
般
会
計

規
模
の
見
通
し
は
。

総
務
課
長　

令
和
９
年
度
に

１
４
０
億
円
程
度
に
増
加
す
る
も

の
の
、
令
和
10
年
度
か
ら
令
和
13

年
度
ま
で
は
90
億
円
程
度
か
ら

１
０
０
億
円
程
度
で
推
移
す
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
員　

他
の
市
町
に
負
け
る
こ
と

の
な
い
積
極
的
な
施
策
を
打
ち
出

せ
た
ら
と
思
い
質
問
し
た
。
町
民

の
福
祉
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に
大

き
く
関
わ
る
問
題
で
、
今
後
も
し

っ
か
り
と
質
問
し
て
い
き
た
い
。

各所に点在する空き家



⑮　

議
員　

世
界
的
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
の
建
設
が
急
増
し
、
電
力
消
費

や
CO₂
排
出
を
は
じ
め
、
自
然
や
住

環
境
へ
の
影
響
が
各
地
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
、
鞍
手

イ
ン
タ
ー
近
く
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
影
響
は
。

町
長　

企
業
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

住
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
、
交
通
量
の
増
加
、
騒

音
、
排
熱
、
排
水
な
ど
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
協
会
が
策
定
中
の
、「
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
新
設
運
用
に
お
け
る

地
域
共
生
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
て
協
議
を
重
ね
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

議
員　

サ
ー
バ
ー
が
発
す
る
熱
を

冷
や
す
た
め
に
、
膨
大
な
量
の
水

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
鞍
手

町
に
お
い
て
は
地
下
水
か
ら
取
水

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地

盤
沈
下
の
可
能
性
も
あ
る
。
町
か

ら
の
水
の
供
給
は
。

町
長　

本
町
の
上
水
や
地
下
水
で

は
対
応
が
困
難
で
あ
り
、
工
業
用

水
で
の
対
応
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
の

影
響
は
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、

協
議
を
重
ね
対
応
し
ま
す
。

【
町
長
】

回答回答
【
議
員
】

質問質問

小
学
校
統
合
に
伴
う
学
童

保
育
の
今
後
に
つ
い
て

議
員　

新
小
学
校
が
令
和
10
年
４

月
に
開
校
す
る
予
定
だ
が
、
運
営

主
体
の
異
な
る
３
つ
の
学
童
保
育

所
の
今
後
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

統
合
小
学
校

の
敷
地
内
に
新
た
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
整
備
し
、
現
在
の
３
ク

ラ
ブ
の
運
営
主
体
を
一
本
化
し
て

運
営
で
き
る
よ
う
協
議
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

宇田川　亮宇田川　亮  議員議員

造成中のデータセンター建設予定地
（鞍手インター周辺）

詳しくは、YouTube
で視聴できます。

議
員　

現
在
の
学
童
の
在
籍
数
と

統
合
後
の
想
定
人
数
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

現
在
の
在
籍

人
数
は
、
２
１
６
名
で
す
。
統
合

小
学
校
基
本
計
画
で
の
想
定
児
童

は
１
７
０
人
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

定
員
数
的
に
も
同
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

統
合
す
れ
ば
、
学
校
が
遠

く
な
る
児
童
が
大
半
で
、
想
定
数

を
上
回
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ

う
い
う
問
題
も
含
め
、
早
め
早
め

に
方
針
や
体
制
な
ど
を
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
。　

健
康
こ
ど
も
課
長　

令
和
８
年
度

中
に
、
運
営
主
体
の
方
向
性
を
整

理
し
必
要
に
応
じ
て
、
法
人
設
立
の

準
備
や
規
約
の
整
備
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

議
員　

不
純
物
が
濃
縮
さ
れ
た
温

排
水
の
処
理
が
問
題
と
な
る
場
合

も
あ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

町
長　

今
後
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
が
進
出
し
て
く
る
か
定

か
で
な
い
中
、
問
題
や
対
策
等
に

つ
い
て
、答
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
議
員　

あ
る
県
で
は
、
情
報
公
開

請
求
に
も
応
じ
な
い
企
業
も
あ
る
。

明
確
な
法
的
規
制
を
課
す
よ
う
、

国
に
対
し
て
求
め
て
い
く
考
え
は
。

町
長　

福
岡
県
町
村
会
の
中
で
、

声
を
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

大
量
の
電
力
消
費
に
伴
い
、

CO₂
も
大
量
に
排
出
さ
れ
る
が
、
町

の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

と
の
整
合
性
は
。

町
長　

化
石
燃
料
に
頼
る
こ
と
な

く
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
と

い
っ
た

CO₂
を

排
出
し
な
い

電
力
や
、
省

電
力
設
備
の

導
入
と
い
っ

た
対
応
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

データセンター完成イメージ



⑯　　

６
小
学
校
統
合
に
伴
う
図
書
管

理
に
つ
い
て
。

不
要
な
も
の
、
新
た
に
必
要
な
も

の
の
調
査
を
行
い
、
図
書
の
選
定

を
行
う
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
教
育
長
】

回答回答

議
員   

以
前
２
回
、
図
書
に
つ
い

て
の
一
般
質
問
を
し
た
が
、
小
学

校
統
合
に
伴
う
図
書
管
理
に
つ
い

て
具
体
的
に
６
小
学
校
の
図
書
の

集
約
を
ど
う
す
る
の
か
、
令
和
10

年
４
月
開
校
に
あ
た
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
計
画
な
の
か
。

教
育
長　

統
合
小
学
校
の
図
書
に

つ
い
て
は
、
令
和
９
年
度
に
現
在

の
蔵
書
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
中

で
重
複
し
て
い
る
も
の
、
古
く
な

っ
て
い
る
も
の
、
破
損
し
て
い
る

も
の
、
新
た
に
必
要
な
も
の
の
調

査
を
行
い
、
統
合
小
学
校
で
使
用

す
る
図
書
の
選
定
を
行
う
よ
う
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
蔵
書
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
デ
ー
タ
化
し
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
作
業
が
想
定
さ
れ
、
図
書

に
関
す
る
知
識
も
含
め
、
現
在
、

小
学
校
に
い
る
先
生
で
の
対
応
は

難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
令
和
９

年
度
に
図
書
司
書
雇
用
の
予
算
要

求
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を

利
用
し
て
図
書
整
備
が
で
き
な
い

か
。
同
じ
図
書
も
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
を
有
効
活
用
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。
６
小
学
校
の
ど
こ

か
１
か
所
に
集
約
で
き
れ
ば
い
い

と
思
う
が
、
立
地
条
件
を
考
え
る

と
、
子
ど
も
広
場
が
あ
り
、
駐
車

場
の
心
配
も
な
く
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
出
か
け
や
す
い
中
央
公
民
館

の
図
書
室
を
改
装
し
て
、
違
い
棚

な
ど
を
設
置
し
て
新
た
に
図
書
の

蔵
書
数
も
増
や
せ
ば
、
そ
う
い
う

図
書
が
無
駄
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
事
業

名
に
、「
子
育
て
支
援
及
び
未
来
を

担
う
子
供
の
教
育
環
境
並
び
に
生

涯
教
育
等
の
充
実
に
関
す
る
事
業
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
、
事
業
内
容

と
し
て
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教

育
の
振
興
、
青
少
年
教
育
の
充
実

な
ど
が
あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
に

統合小学校に設置される図書室の完成イメージ

野口 美恵子野口 美恵子  議員議員

１
階
か
ら
２
階
を
見
上
げ
る

３
階
か
ら
１
階
を
見
下
ろ
す

詳しくは、YouTube
で視聴できます。

本を読む小学生

充
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

教
育
長　

現
在
、
６
小
学
校
に
あ

る
冊
数
は
約
４
万
２
千
冊
で
す
。　
　

　

新
し
く
で
き
る
小
学
校
は
、
階

段
状
に
図
書
を
配
置
す
る
た
め
本

は
た
く
さ
ん
置
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
現
在
は
、
そ
う
い
う
考
え

は
持
っ
て
お
ら
ず
、
今
あ
る
蔵
書

は
全
部
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。



⑰　

議
員　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無

償
化
は
喜
ば
し
い
が
、
階
層
表
の

改
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、

ま
だ
近
隣
に
比
べ
て
高
い
状
況
だ
。

　

高
額
所
得
の
保
護
者
等
が
、
他

自
治
体
へ
の
居
住
を
考
え
る
こ
と

な
き
よ
う
、
更
な
る
改
定
が
望
ま

れ
る
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

町
長　

移
住

定
住
で
来
ら

れ
た
方
に
は

固
定
資
産
税

を
減
免
す
る

措
置
や
、
高

校
生
ま
で
の

医
療
費
に
つ

い
て
完
全
無

償
化
し
て
い
る
な
ど
、
全
体
と
し

て
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
保
育

料
の
階
層
区
分
だ
け
を
見
直
す
こ
と
が

す
べ
て
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

私
が
所
属
し
て
い
る
区
に

は
37
基
の
防
犯
灯
が
あ
り
、
電
気

代
は
令
和
７
年
度
６
８
４
０
０
円
、

自
治
会
未
加
入
の
方
が
26
軒
あ
り
、

年
間
１
５
０
０
円
の
徴
収
が
強
制

で
き
ず
困
っ
て
い
る
状
況
だ
。
15

年
前
は
63
％
近
く
だ
っ
た
自
治
会

加
入
率
が
現
在
で
は
41
％
近
く
、

20
％
以
上
低
下
し
て
い
る
中
、
従

来
通
り
維
持
管
理
を
自
治
会
任
せ

に
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

防
犯
灯
を
町
に
移
管
し
て
、
町

が
維
持
管
理
を
行
う
べ
き
だ
と
思

う
が
。

町
長　

防
犯
灯
の
設
置
場
所
や
必

要
性
に
つ
い
て
は
地
域
の
実
情
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

高
過
ぎ
る
保
育
料
の
見
直
し
、

検
討
の
結
果
は
。

令
和
８
年
度
は
、

第
２
子
保
育
料
無
償
化
の

予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

町
が
一
律
に
管
理
す
る
こ
と
は
地

域
と
の
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
も

課
題
が
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て

町
へ
移
管
す
る
こ
と
は
困
難
。
引

き
続
き
、
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持

管
理
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

議
員　

２
７
６
万
４
千
円
が
新
年

度
予
算
で
、
移
管
す
れ
ば
、
約

３
０
０
万
円
の
増
額
と
な
る
が
、

何
と
か
移
管
を
お
願
い
し
た
い
。

議
員　

新
年
度
、
自
衛
隊
へ
の
個

人
情
報
の
提
供
及
び
除
外
申
請
の

受
付
け
は
行
わ
な
い
の
か
。

住
民
環
境
課
長　

新
年
度
に
お
い

て
も
、
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合

に
は
情
報
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

除
外
申
請
に
つ
き
ま
し
て
も
受
付

け
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

受
付
期
間
は
４
月
１
日
か

ら
５
月
30
日
だ
が
、
町
広
報
の
３

月
号
に
は
そ
の
旨
の
掲
載
が
な
か

っ
た
。
こ
れ
で
は
周
知
が
徹
底
し

な
い
の
で
は
と
思
う
が
、
補
足
的

手
立
て
は
講
じ
ら
れ
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長　

４
月
号
の
広
報

に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

【
町
長
】

回答回答
【
議
員
】

質問質問

西藤 典子 西藤 典子 議員議員

防
犯
灯
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

自
衛
官
募
集
事
務
で
の
情

報
提
供
に
つ
い
て

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の

設
置
に
つ
い
て

ム
ペ
ー
ジ
に
新
着
情
報
と
し
て

該
当
す
べ
き
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク

を
貼
り
付
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

議
員　

個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
は
関
連
情
報
の
周
知
徹
底
、
特

に
除
外
申
請
の
周
知
に
は
力
を
入

れ
て
頂
き
た
い
。

議
員　

庁
舎
内
の
ト
イ
レ
に
設
置
で

き
な
い
か
。

町
長　

検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

少
し
時
間
を
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
設
置

で
き
な
い
か
。

　
教
育
長　

今
後
も
保
健
室
で
の
配

布
を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

今
後
の
改
革
を
期
待
し
た
い
。

各所に設置されている防犯灯

体調不良の女性

詳しくは、YouTube
で視聴できます。

保育所に通う子供



⑱　　

帯
状
疱
疹
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

対
象
と
な
る
町
民
に
は
、
帯
状

疱
疹
の
説
明
や
予
防
接
種
の
必
要

性
な
ど
個
人
へ
通
知
し
て
い
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答

議
員　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
令
和
７
年
４
月
よ
り
国
の
予

防
接
種
法
Ｂ
類
と
さ
れ
65
歳
以
上

の
接
種
に
助
成
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
助

成
金
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
、
生
ワ
ク

チ
ン
は
１
回
８
２
４
６
円
で
自
己

負
担
は
２
５
０
０
円
、
組
替
え
ワ

ク
チ
ン
は
１
回
２
万
１
６
２
６
円

で
自
己
負
担
は
６
５
０
０
円
で
す
。

組
替
え
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
が

必
要
な
た
め
、
合
計
で
１
万
３
千

円
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
自

己
負
担
額
は
二
次
医
療
圏
で
あ
る

直
方
鞍
手
医
師
会
圏
域
の
２
市
２

町
で
統
一
の
自
己
負
担
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

議
員　

町
内
の
高
齢
者
は
約
６
千

人
を
超
え
る
く
ら
い
と
思
い
ま
す
。　

令
和
７
年
４
月
よ
り
予
防
接
種
を

受
け
た
人
数
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

令
和
７
年
度
、

８
年
１
月
末
現
在
の
接
種
者
数
は
、

生
ワ
ク
チ
ン
が
93
人
、
組
替
え
ワ

ク
チ
ン
が
２
７
１
名
で
す
。

議
員　

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
決

し
て
少
な
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
、
自

己
負
担
の
見
直
し
の
予
定
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

二
次
医
療
圏

で
あ
る
直
方
鞍
手
医
師
会
圏
域
の

２
市
２
町
で
統
一
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
自
己
負
担

額
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
検
討
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　

助
成
の
回
数
制
限
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

接
種
後
の
２

度
、
３
度
の
助
成
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。
一
人
に
つ
き
該
当
年
齢

の
１
回
の
み
で
す
。

議
員　

抗
体
検
査
の
結
果
に
よ
り
、

接
種
を
検
討
す
る
の
が
一
般
的
と

医
師
よ
り
お
聞
き
し
ま
し
た
。
検

査
は
健
康
保
険
で
は
原
則
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
自
費
診
療
で

２
５
０
０
円
か
ら
５
５
０
０
円
程

度
で
す
。
町
と
し
て
独
自
の
対
応

は
検
討
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

厚
生
労
働
省

か
ら
通
知
等
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
検
討
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

議
員　

接
種
対
象
は
65
歳
か
ら

１
０
０
歳
ま
で
５
年
ご
と
と
さ
れ

て
い
る
。
助
成
対
象
外
の
方
は
自

己
負
担
な
の
で
、
一
律
に
助
成
は

で
き
な
い
の
で
す
か
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

令
和
７
年
度

か
ら
11
年
度
に
か
け
て
、
段
階
的

な
接
種
年
齢
設
定
は
、
５
歳
刻
み

に
一
定
の
年
齢
層
を
移
行
期
間
と

し
て
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

段
階
的
な
接
種
年
齢
設
定
は
、

年
度
当
初
に
お
け
る
急
激
な
対
象

者
の
集
中
を
避
け
、
ワ
ク
チ
ン
不

足
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
財
政

負
担
の
平
準
化
を
図
り
、
過
去
に

接
種
機
会
の
な
か
っ
た
高
齢
者
の

方
々
に
も
公
平
に
接
種
機
会
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
国
の
制
度

に
基
づ
き
、
二
次
医
療
圏
で
あ
る

直
方
鞍
手
医
師
会
圏
域
の
２
市
２

町
で
統
一
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

現
在
、
接
種
年
齢
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
帯
状
疱
疹
は
高
齢
者
に
限
ら

予防接種の様子（イメージ）

ず
、
若
い
人
で
も
仕
事
や
人
間
関
係
、

家
庭
事
情
、
体
力
の
低
下
、
ス
ト
レ

ス
や
疲
労
で
発
症
し
ま
す
、
発
症
す

れ
ば
仕
事
や
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
、
決
し
て
他
人
事
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
積

極
的
な
啓
発
と
活
動
を
取
り
組
ん

で
も
ら
え
ま
す
か
。

町
長　

帯
状
疱
疹
に
つ
き
ま
し
て

は
、
テ
レ
ビ
で
も
積
極
的
に
受
診

を
す
る
よ
う
に
流
し
て
お
り
ま
す
。

同
時
に
、
町
と
し
て
も
広
報
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
予

防
接
種
の
啓
発
を
し
て
お
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
は
身
近
な
疾
病
で
は
あ

り
ま
す
け
ど
も
、
ど
の
よ
う
な
症

状
か
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
積
極
的
な
広
報
活
動

は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

許斐 潤一郎 許斐 潤一郎 議員議員

詳しくは、YouTube
で視聴できます。



⑲　

調
査
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
時

の
心
境
は
。

私
の
事
実
認
識
や
別
の
専
門
家
の

評
価
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

【
町
長
】

回答回答
【
議
員
】

質問質問

１、鞍手町長である岡崎組合長の不正確な認識を前提にして、○○に
対し「責任がとれるのか」と激高し叱責した。このことは業務上必要
かつ相当な範囲を超えた言動であり、労働者の就業環境が害されたこ
とを示している。
２、組合長に対し、次期可燃ごみ処理施設の処理方式の検討状況を報
告するための内部文書であり、内容に誤りがないにもかかわらず、手
書きで文書を修正する必要は認められない。「議会から振り回されて
いるとこうなる」などと能力に問題があるかのような発言をすること
は、優越的な関係を背景とした言動にあたり、業務上必要かつ相当な
範囲を超えた言動にあたる。また、「大事になっとるみたいやけどご
めんね」と、腰に手を回して笑いながら発言した。パワーハラスメン
トに該当する行為を行い、このことが議会で問題視されるに至っても
なお、このような言動に及んでおり、パワーハラスメントは許される
ものではないとの認識が低いと言わざるを得ない。
３、「本当にそれでいいのか」「○○は信用ならん」との発言に対して
は、優越的な関係を背景とした言動に当たり、他の職員に対して〇〇
に聞こえるような状況で伝えることは、○○に対して屈辱感を与える
状況において行われたものであり、○○の人格を否定するものである。
この言動は業務上必要かつ相当な範囲を超えた言動である。
４、○○が不在の場で、「○○には友達がいない」他の職員の面前に
おいて、「音楽で食べようと思っていたこともあった」と述べる○○
に対して、「うそやろ、おまえは、そんなんではない」などと述べた。
○○の過去の人生感を否定するもので、精神的に苦痛を与え、○○の
就業環境は害されたといえる。これは業務上必要かつ相当な範囲を超
えた言動である。
５、他の職員の面前において、「○○は議会と結託している」との発言
は、優越的な関係を背景とした言動に当たり、業務上必要かつ相当な
範囲を超えたものである。

宮若市外二町じん芥処理施設組合が設置した第三者委員会
にて、パワハラが認定された５件の概要　（調査報告書から抜粋）

議
員　

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥

処
理
施
設
組
合
が
設
置
し
た
第

三
者
委
員
会
が
認
定
し
た
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
実
関
係

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う

に
把
握
又
は
認
識
し
て
い
る
の

か
。

町
長　

報
告
書
は
、
専
門
家
の

意
見
で
あ
り
、
私
の
事
実
認
識

や
別
の
専
門
家
の
評
価
と
は
異

な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

じ
ん
芥
組
合
の
組
合

長
に
就
任
し
た
の
は
い
つ
か
。

町
長　

令
和
６
年
の
４
月
で
す
。

議
員　

１
年
足
ら
ず
で
、
じ
ん

芥
組
合
が
設
置
し
た
第
三
者
委

員
会
に
は
13
件
も
の
相
談
が
あ

っ
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
た
と
理
解

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
町
長
の

見
解
は
。

町
長　

13
件
の
う
ち
の
８
件
は

認
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　

認
定
さ
れ
た
、
さ
れ
て

な
い
じ
ゃ
な
く
て
、
パ
ワ
ハ

ラ
と
か
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
受

け
止
め
た
方
が
、
そ
の
行
為

に
当
た
る
と
受
け
止
め
た
の

で
す
よ
。
だ
か
ら
、
一
つ
一

つ
の
発
言
や
行
動
に
気
を
つ

け
て
お
か
な
い
と
、
こ
う
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

※
こ
の
他
に
、「
町
職
員
に
対

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
の

実
施
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
の
制
定
」「
町
政
運
営
に

関
す
る
町
長
の
責
任
」
に
関

す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
員　

最
後
に
、
町
長
自
身

が
、
町
長
の
席
に
座
る
べ
き

器
な
の
か
、
そ
の
資
質
は
あ

る
の
か
、
人
間
性
は
ど
う
な

の
か
、
こ
れ
ら
を
問
わ
れ
て

い
る
重
大
な
局
面
だ
と
思
い

ま
す
。

田中 二三輝  田中 二三輝  議員議員

詳しくは、YouTube
で視聴できます。
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（議会日程は予定です。変更となる場合があります）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
開会日

4 5 6

7 8
一般質問

9
一般質問

10   
議案質疑

11
民生産業
委員会

12
総務文教
委員会

13

14 15
予備日

16　　
閉会日

17 18 19 20

編
集
後
記

　

令
和
８
年
３
月
議
会
で
は
、

新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
鞍
手

町
の
将
来
に
深
く
関
わ
る
重
要

な
議
案
に
つ
い
て
、
真
剣
か
つ

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
人
口
減
少
や
財
政
運
営
、

地
域
づ
く
り
な
ど
課
題
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
今
、

何
を
守
り
、
何
を
見
直
し
、
何

を
前
に
進
め
る
の
か
が
強
く
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
と
し
て

の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
に
し
っ
か
り

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
鞍
手
町
の

未
来
に
つ
な
が
る
議
論
と
行
動

を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
【
石
井
大
輔
】

発行責任者：的野信之
【編集スタッフ】
委員長：西藤典子　副委員長：野口美恵子
委　員：許斐英幸、新谷留晴、許斐潤一郎、石井大輔

次回の定例会次回の定例会 ( 6月予定 )( 6月予定 )

2026/62026/6
10 時開会 ( 一般質問  13 時から )

鞍手町議会だより
右の二次元コードからダウンロード
できます。

鞍手町 議会だより 検索

鞍手町議会
YouTube チャンネル
中継・配信しています！

鞍手町議会 YouTube 検索

議
会
で
は
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
向
上
と
、
よ
り

よ
い
議
会
運
営
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
種
研

修
会
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

議
員
活
動

報
告

自治体の厳しい財政状況下における議
会の役割を学ぶため、「誰のための議会
か～議員が成長するには～」と題した研
修にオンラインにて参加しました。

本研修は、元福島県会津若松市議会議
長、目黒章三郎氏を講師に迎えて実施さ
れ、住民に役立ち信頼を得るためや、議
員力向上のための具体的な提案をもと
に、これからの議会に求められるものを
改めて認識しました。今回の研修で得た
知識や気づきを、今後の議会活動に生か
してまいります。

町村議会議員研修会
□期日　令和 8 年 1 月 9 日（金）
□会場　鞍手町議会内にてオンライン参加

町村議会議員として在職 31 年
に達し功労があった者

福岡県町村議会議長会
特別表彰　自治功労者

宇田川　亮　議員　
うたがわ　あきら

⑳　　


